
a①６月２日㈯午後５時10分〜６
時40分
②９日㈯午後５時10分〜６時40分
c宇宙科学奨励賞受賞の若手研究
者による講演会
※連続講座ではありません。各日申
込が必要です。
d中学生〜大人　※参加者以外の入
室不可
e各日120人（申込多数は抽選し当
選者のみ通知）
f①北村圭一さん（横浜国立大学 准

教授）
②榎戸輝揚さん（京都大学白眉セン
ター 特定准教授）
g入館料500円（当イベントに参加
の中高校生は無料）
i①５月23日㈬（必着）、②30日㈬

（必着）までに、jのkからまたは
はがきで、イベント名・開催日・住所・
氏
ふ り

名
がな

・年齢（学年）・電話番号をj
へ
□共催（公財）宇宙科学振興会

　今年６〜７月に小惑星リュウグウ
に到着予定の「はやぶさ２」。2010
年に劇的な帰還を遂げた「はやぶさ」
の意志を継ぐこの探査機は、無事に
ミッションを達成することができる
のか？
　迫力の大型映像でお届けします。
※星空解説・投影はありません
※�小学２年生以下は保護者の同伴が

必要
a５月11日㈮から午後２時30分〜３
時15分

e234人
g観覧付入館券：1,000円（４歳〜
高校生400円）
i当日開館時からインフォメーショ
ンで観覧券を販売（先着）

b・j多摩六都科学館p042－469－6100　※休館日：５月14・21・28日㈪

ナビ多摩六都科学館

①最新ロケットと空気力学
②宇宙最強の磁石星「中性子星」の不思議 HAYABUSA2 －RETURN TO THE UNIVERSE－

ロクトサイエンスレクチャー 大型映像

©ライブ　
©HAYABUSA2
　制作委員会

熱中症を防ごう
　暑い時期を迎えるにあたり、熱中
症のニュースをよく耳にします。熱
中症による事故は真夏に多く発生し
ますが、梅雨や残暑の時期にも熱中
症による救急搬送がみられます。
□熱中症の予防
● 暑さに体を慣らす（暑熱順化）
● 高温・多湿・直射日光を避ける

● こまめに水分補給
● 運動時は計画的な休憩をとる
● 乗用車内に子どもだけを残さない
j西東京消防署
　p042－421－0119▲

危機管理室o
　p042－438－4010

姉妹・友好都市観光物産展
　姉妹・友好都市の福島県下郷町・
千葉県勝浦市・山梨県北杜市（須玉
町）の観光PRと特産品の販売を行い
ます。
　本物産展は、平成14年から開催し、
今年で17回目を迎えます。この機会
に３都市の魅力に触れてみませんか。
a５月20日㈰午前10時〜午後４時
bアスタセンターコート

▲

産業振興課o
　p042－438－4041

市町名 販売予定品目
福島県
下郷町

くるみようかん・にしん
山椒漬・えごまごぼうなど

千葉県
勝浦市

あじのひらき・いかの一
夜干し・ボイルわかめなど

山梨県北杜市
（須玉町）

りんごジュース・桑の葉
茶・農産物など

合同総合水防訓練
　集中豪雨や台風などによる水害に
備えて、市・西東京消防署・田無警
察署・消防団・防災ボランティアな
どが合同で実施します。市民の皆さ
んもぜひご参加ください。
a５月27日㈰午前９時30分〜11時
b都立東伏見公園
c ● 消防隊や消防団による、土の
うなどを活用した「各種水防工法」 
● 家庭にある身近な資材を活用した

「簡易水防工法」など 

j西東京消防署
　p042－421－0119▲

危機管理室o
　p042－438－4010

市内 の 情 報 を お 届けします

大好き
です 西東京 文化財が語る

西東京市の物語

ふるさと発見！�

④村の祈りと誇り
　明治元年から満150年となる今年、
関連する催し物などが各地で目につ
きます。鎖国が解かれ、諸国の文化
や技術がどんどんと取り入れられ、
武士の時代が終わりを告げた時であ
り、さまざまなことが大きく転換す
る激動の時代でした。
　150年前の西東京市は、田無村、
上保谷村、下保谷村、上保谷新田と
いう４つの村に分かれていましたが、
村の中にはさらに細かな地区ごとの
強いつながりがありました。そのつ
ながりを支えていたものの一つは祈
りの力です。「八百万神」という言葉
に表されるように、当時の人々はさ
まざまなものに祈りの対象を見いだ
す精神性を持っていました。神仏を
祀
ま つ

る祠
ほこら

や稲荷、石造物などが多くあ
り、それらへの祈りを通して地域コ
ミュニティがつながっていました。
それらの中には、今でも続いている
ものがいくつもあります。
　ただし、明治政府は国家の統一の
一つの方法として、「一村一社」制度
というものを打ち出します。この制
度により、神社のない村はなくなり、
神社によって地域の住民の戸籍と
いったようなものが整えられるよう
になりました。その一方、各地区に
あった個々の神社などは、決められ
た１つの神社に合

ご う

祀
し

されることと
なってしまいました。また、信仰を
統一するため、禁じられたものもい
くつかあります。
　例えば、上保谷村では尉殿神社が
村の総鎮守に選ばれました。尉殿神
社を訪ねて、本殿の裏側に回ってみ
てください。緑の木々の中にある小
さな祠がその時合祀された各地域の
鎮守です。
　中には地元の鎮守の合祀に最後ま
で反対した地域もありました。
　現在、東伏見駅南口にある氷川神
社は、もともと山岳信仰の榛名大権
現を祀る場所でしたが、一村一社の
制度による合祀に抵抗し、新たな神
社を建て、片隅に権現様を祀ること

にしました。
立派な赤松の
ある境内の本
殿の向かって
左にある小さ
な祠の前に建
つ石碑に刻ま
れた文字を見
てください。

「上保谷村」と
「榛名大権現」
の文字を読む
ことができます。

　また、下保
谷村の地域で
信仰されてい
た「三十番神」
はこの時禁じ
られましたが、
地域の人々は
神々を守るた
め、祀ってあっ
た神像を別当
寺である福泉

寺にそっと預けました。この神々は、
現在まで大切に本堂の一角に祀られ
ています。そして、もともと三十番
神を祀っていた「番神様」と呼ばれた
神社は、その中の一神であった菅原
道真を神像とし「天神社」という名で
下保谷村の鎮守となりました。この
神社の境内には、本殿に向かって右
後ろあたりにも鳥居がありますが、
これはやはり一村一社制度で合祀さ
れた富岡稲荷にあったものです。
　このように、現在私たちがお参り
するような神社やお寺はもちろん、
道端や個人の庭などに建つ小さな祠
や石造物などにも、さまざまな先人
たちの祈りの歴史があります。ぜひ、
一度立ち止まり、刻まれた文字や神
仏のデザインなどをじっくりと観察
してみてください。思わぬ発見とと
もに、先人たちの祈りの声が聞こえ
てくるかもしれません。▲

社会教育課op042－438－4079

地元農産物の即売会
　空き店舗を活用し設置された「東
伏見ふれあいプラザ」は、地元市民
の方を中心とした運営団体によって
地域活性化を目的とした事業を行う
拠点となっています。
　地元農業者ご協力の下、収穫した
ての野菜や鉢花の
即売会を開催して
います。
a毎週㈮午前９時
　（完売次第終了）

□ご利用ください
● 市の行政サービス機器（住民票等
自動交付機・図書貸出端末・公共施
設予約管理システムロビー端末）・
図書返却BOX設置　 ● サークルなど
団体への事業スペース貸出（約７ｍ
×４ｍ・会議机など備品あり）
b・j東伏見ふれあいプラザ
　p042－466－1347　▲

産業振興課o
　p042―438－4041

東伏見
ふれあいプラザ

アカマツの美しい
氷川神社境内

福泉寺に移された三十
番神神像

西東京市の
人口と世帯

※（　）は先月比
　【　】は外国人
         住民総 人 口

広報10

男 ／  9万8,385人（ ＋229）【2,256人】
女 ／10万3,380人（

＋

244）【2,175人】
人口 ／20万1,765人（ ＋473）【4,431人】
世帯 ／  9万6,697 （ ＋431）【2,710】

20万1,765人（ ＋473）
住民登録：平成30年５月１日現在

平成30年（2018年）５月15日号


